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株式会社AIロボティクス
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本手順書では、サンプル画像データセットを使って画像検査AIを作成し、AIの性

能検証を行います。

下記の流れで手順を解説します。

１．アカウントの作成（初回ログイン時のみ）

２．データセットの準備

３．画像検査AIの作成

４．AIの性能検証

５．AIの実行

６．参考情報（有料プランへの変更）
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ADFI異常検知 利用手順書の概要



１．アカウントの作成
（初回ログイン時のみ）

3



● ADFI ( https://web.us.adfi.karakurai.com/webapp/signin?lang=ja )のサインインページにアクセスします。

● 初回は「アカウント新規作成」を押してください。
○ ２回目以降（アカウント作成後）の場合は、メールアドレスとパスワードを入力し「サインイン」ボタンを押してください。
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アカウントの作成（初回ログイン時のみ）

https://web.us.adfi.karakurai.com/webapp/signin?lang=ja


● アカウントを新規作成します。登録するアカウント情報（ユーザー名、メールアドレス、パスワード、

パスワードの確認）を入力してください。

● 左下のチェックボックスにチェックを入れた後、「アカウント新規作成」ボタンを押してください。入

力したメールアドレス宛に確認メールが送信されます。
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アカウントの作成（初回ログイン時のみ）



● ADFI（info-web@airobotics.jp）から「【ADFIアカウント登録】メールアドレスの確認」というタイト

ルの確認メールが届きますので、メール本文のURLをクリックしてください。
○ URLをクリックすることで、先ほど入力したメールアドレスとパスワードでログインが可能になります。

○ メールが届かない場合は、迷惑メールボックスに振り分けられているか、入力したメールアドレスが誤っていた可能性があり

ますので、ご確認ください。

● 表示されたページで「サインイン」を押してください。
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アカウントの作成（初回ログイン時のみ）



● ADFIにログインします。先ほど登録したアカウントの情報（メールアドレス、パスワード）を入力し

てください。

● 「サインイン」ボタンを押すと、ADFIにログインできます。
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アカウントの作成（初回ログイン時のみ）



２．データセットの準備
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● 画像検査AIの作成と性能検証に必要なデータセットを準備します。ADFIにログイン後、左メニューの

「サンプルデータセット」を押してください。
○ メニューが表示されていない場合、左上の「Ξ」アイコンを押してください。メニューが表示されます。
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データセットの準備



● ADFI公式サイトのダウンロードページが表示されます。ページ中段の「Coffee beans (22.7MB) 」を押

して、サンプル画像データセット（コーヒー豆の異物混入検査）をダウンロードしてください。
○ コーヒー豆だけが写っている画像が正常画像で、異物（チョコレートやキャンディ）が混入している画像が異常画像です。

● ダウンロードした圧縮ファイル「Coffee_beans.zip」を展開してください。
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データセットの準備



● まず、プロジェクトを作成します。ADFIに戻り、左メニューの「プロジェクト」を押してください。

● 右側「ADFI異常検知」の「プロジェクト新規作成」ボタンを押してください。
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データセットの準備



● 作成したいプロジェクト名を入力して「保存」を押してください。
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データセットの準備



● 新しくプロジェクトが作成されました。作成したプロジェクト名を押してください。プロジェクト詳細

画面が表示されます。
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データセットの準備



● プロジェクト詳細画面では、プロジェクトメンバーの追加やデータセットを作成することができます。

● 中段左側「DML」の「データセットを新規作成」ボタンを押してください。
○ 今回はAIアルゴリズムに「DML」アルゴリズムを使用します。検査条件に応じて、適したアルゴリズムを選択してください。

14

データセットの準備



● 作成したいデータセット名を入力して「保存」を押してください。
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データセットの準備



● 新しくデータセットが作成されました。作成したデータセット名を押してください。データセット詳細

画面が表示されます。
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データセットの準備



● データセット詳細画面では、AIの学習画像や評価画像を登録して、AIモデルの作成や性能検証を行うこ

とができます。

● まず、学習用の正常画像を登録します。「学習画像（正常）」ボタンを押してください。
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データセットの準備



● 先ほど展開したサンプル画像データセットのtrainフォルダ内にあるgoodフォルダ( Coffee_beans ->  

train -> good )を開きます。

● goodフォルダ内の全ての画像を選択して、「開く」ボタンを押します。
○ Windowsの場合、「Ctrl」ボタン+「A」ボタンで全部を一括で選択できます。
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データセットの準備



● 先ほど選択した画像のアップロード完了後、データセット詳細画面の下部に、登録された画像のリスト

が表示されます。

● 任意の画像情報の左側のアイコンを押してください。登録された画像を確認することができます。
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データセットの準備



● 登録された画像が表示されます。右下の「閉じる」を押してください。
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データセットの準備



● 次に、学習用の異常画像を登録します。「学習画像（異常）」ボタンを押してください。
○ 「PCA-MSPC」アルゴリズムの場合は、この操作（学習用の異常画像の登録）は不要です。
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データセットの準備



● サンプル画像データセットのtrainフォルダ内にあるchocolateフォルダ( Coffee_beans ->  train -> 

chocolate )を開きます。

● chocolateフォルダ内の全ての画像を選択して、「開く」ボタンを押します。
○ Windowsの場合、「Ctrl」ボタン+「A」ボタンで全部を一括で選択できます。
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データセットの準備



● 異常画像のアップロード完了後、画像リストに異常画像が追加されています。

● 学習用の異常画像は、画像中の異常領域を指定する必要があります。画像情報の右側の「異常領域の選

択」ボタンを押してください。
○ 異常領域を指定していない異常画像は、AIの学習に使用されません。
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データセットの準備



● 画像中の異常領域を指定します。画像が16分割されている中から、異常な箇所が含まれる領域を１つ選

択してクリックしてください。選択した領域は緑色に表示されます。
○ 異常な箇所が複数の領域に存在する場合は、最も特徴的な異常箇所を１つ選んでください。

○ なお、「高解像度DML」アルゴリズムの場合は、複数の異常箇所を選択可能です。

● 選択後、左上の「保存」ボタンを押してください。
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データセットの準備



● 異常領域を指定した画像情報の右側にチェックマークが表示されます。

● 各画像情報に対して同様の操作を繰り返し、全ての「異常領域の選択」ボタンをチェックマークの表示

に変えてください。
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データセットの準備



● 全ての学習用の異常画像がチェックマーク表示であることを確認してください。

● 続いて、AIの性能検証に使用する正常画像を登録します。「評価画像（正常）」ボタンを押してくださ

い。
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データセットの準備



● サンプル画像データセットのtestフォルダ内にあるgoodフォルダ( Coffee_beans ->  test -> good )を開

きます。

● goodフォルダ内の全ての画像を選択して、「開く」ボタンを押します。
○ Windowsの場合、「Ctrl」ボタン+「A」ボタンで全部を一括で選択できます。
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データセットの準備



● 正常画像のアップロード完了後、画像リストに性能検証用の正常画像が追加されています。

● 最後に、AIの性能検証に使用する異常画像を登録します。「評価画像（異常）」ボタンを押してくださ

い。
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データセットの準備



● サンプル画像データセットのtestフォルダ内にあるcandyフォルダ( Coffee_beans ->  test -> candy)を開

きます。
○ 今回、学習用の異常画像にはcandyは含まれていませんが、ADFIは学習させていない異常でも検出することができます。

● candyフォルダ内の全ての画像を選択して、「開く」ボタンを押します。
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データセットの準備



● candyの異常画像のアップロード完了後、画像リストに性能検証用の異常画像が追加されています。

● さらに、性能検証用の異常画像（chocolate）を追加します。「評価画像（異常）」ボタンを押してく

ださい。
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データセットの準備



● サンプル画像データセットのtestフォルダ内にあるchocolateフォルダ( Coffee_beans ->  test -> 

chocolate)を開きます。

● chocolateフォルダ内の全ての画像を選択して、「開く」ボタンを押します。
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データセットの準備



● chocolateの異常画像のアップロード完了後、画像リストに性能検証用の異常画像が追加されています。

● 「学習データ」「評価データ」の数を確認してください。AIの学習用と性能検証用に登録された画像数

を表しています。これでデータセットの準備は完了です。
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データセットの準備



３．画像検査AIの作成
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● データセットの準備が整ったら、画像検査AIを作成します。

● 「AIモデル作成」ボタンを押してください。AIの学習が開始されます。
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画像検査AIの作成



● AIの学習が開始されると、「AIモデルステータス」に「学習実行中 (Preparing to train)」と表示されま

す。

● しばらくすると、「学習実行中 (14. 15%)」のように学習の進捗が表示されます。

● AIの学習が完了するまで待ちます。
○ AIの学習時間は学習用画像の数によって変わります。サンプルデータセットでは約1時間で学習が完了します。

○ 万が一、数時間経っても進捗が止まっている場合は、「AIモデル削除」を押してから、再度「AIモデル作成」を押してくださ

い。
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画像検査AIの作成



● AIの学習が完了すると「AIモデルステータス」に「AIモデル作成済み」と表示されます。

● これで画像検査AIが作成されました。
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画像検査AIの作成



４．AIの性能検証

37



● AIの作成完了後（「AIモデルステータス」が「 AIモデル作成済み」の時）は、先ほど検証用に登録し

た画像を使って、AIの性能を検証することができます。

● まず、「AIモデル設定」タブを押してください。ここでは、AIの判定しきい値の変更や、検証用画像に

対する判定スコアのヒストグラムを確認することができます。
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AIの性能検証

ヒストグラム



● 「テスト結果」タブを押してください。現在のしきい値（デフォルトのしきい値）でのAIの検証結果の

概要が表示されます。

● 「テスト結果詳細をダウンロード」ボタンを押すと、詳細情報（画像ごとのAIでの判定結果リスト）の

CSVファイルをダウンロードすることができます。
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AIの性能検証



● 再び「AIモデル設定」タブを押してください。先ほどダウンロードしたCSVファイルや下段のヒストグ

ラムを参考にして、しきい値を任意の値に変更します。２つのしきい値（「メイン」、「サブ」）を設

定することができます。

● 値を入力後、「しきい値を保存」ボタンを押すと、入力した値がしきい値に反映されます。
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AIの性能検証

判定スコア高

判定スコア低

しきい値（メイン）

しきい値（サブ）

Not Clear (グレーゾーン)

Anomaly (異常)

Normal (正常)

２つのしきい値の活用方法



● 「テスト結果」タブを押してください。しきい値を変更したため、AIの検証結果が「No data」になっ

ています。

● 右側の「テスト実行」ボタンを押すと、変更後のしきい値で、再度AIの検証が実行されます。
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AIの性能検証



● しきい値を変更後のAIの検証結果が表示されます。特に、ROC-AUCと再現率（Recall）が重要です。
○ ROC-AUC：AIの判別性能の値（1.0が最高値）

○ 再現率：評価画像（異常）に対する正解率（1.0の場合、異常の見逃しがゼロ）

● 右側の「テスト結果詳細をダウンロード」ボタンを押すと、変更後のしきい値のCSVファイルをダウン

ロードできます。
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AIの性能検証



● 各画像のヒートマップを表示します。

● 「学習/評価画像」タブで、検証用の異常画像（「ForTest」がチェックマーク、かつ、「Label」が

「異常」）の左側のアイコンを押してください。

43

AIの性能検証



● 作成したAIで検査したヒートマップが表示されます。
○ 赤い領域は、注目領域です。AIが異常と判定する際に注目した領域を表しています。

○ 正常画像の場合は、異常箇所が存在しないため、注目領域が集中せずに薄く全体に広がります。

● 確認後、右下の「閉じる」を押してください。
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AIの性能検証

正常の場合

異常の場合



５．AIの実行
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● ADFIで作成したAIモデルをシステム・アプリ等に組み込んで実行するには、下記２種類の方法がありま

す。どちらの方法もAIの実行にGPUは必要ありません。

● オンライン実行（API）
○ AIの実行場所：クラウド環境

○ 検査したい画像をADFIのAPIに送信して、オンラインでAIの実行結果を取得します。

● ローカル実行
○ AIの実行場所：ローカル環境

○ ADFIからAIモデルをダウンロードして、お手元のPCやサーバー等のローカル環境でAIを実行します。
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AIの実行



● ADFIでは、作成したAIをオンラインで実行できるようにAPIを提供しています。

● 「クラウド実行情報」タブを押してください。下段にAPI呼び出しのサンプルコードが表示されます。
○ 無料プランの場合、API利用回数に上限があります。有料プラン（オンライン実行プラン）にアップグレードすることで上限

がなくなります。
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AIの実行（オンライン実行）



● ADFIでは、作成したAIモデルをダウンロードして、ローカル環境でAIを実行できます。

● 「ローカル実行情報」タブを押してください。

● 「作成したAIモデルをダウンロード」ボタンを押して、AIモデルをダウンロードしてください。
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AIの実行（ローカル実行）



● ページの下段に、ダウンロードしたAIモデルの実行ライセンス情報が表示されます。

● ライセンスのステータス、ライセンスタイプ、有効期限などを確認できます。
○ 有料プラン（ローカル実行プラン）にアップグレードすることで、ライセンスタイプを「有料ライセンス（自動継続）」に変

更できます。有料ライセンスの場合、毎月、有効期限が１カ月延長されます。
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AIの実行（ローカル実行）



● 「AIモデル実行モジュール（Pythonプログラム）をダウンロード」ボタンを押して、モジュールをダウ

ンロードしてください。

● モジュールのフォルダ内のサンプルプログラム（sample.py）を参考にすることで、先ほどダウンロー

ドしたAIモデルをローカル環境で実行できます。
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AIの実行（ローカル実行）



６．参考情報
（有料プランへの変更）
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● 有料プランにアップグレードする場合は、「プランを変更する」ボタンを押して、プラン変更画面に移

動します。

● プラン変更画面では、データセットを有料プランに変更できます。
○ クレジットカードの登録、または、請求先情報の登録が必要です。
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有料プランへの変更
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